
<補足> 

補足 1  𝒇′(𝜶) < 𝟎(𝜶 > 𝟏)の証明 
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の分子に着目し、 
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これより𝑔(𝛼)は単調減少することが分かる。 

また、𝑔(1) = 0であるから、𝑔(𝛼)=0 となるような、つまり𝑓′(𝛼)=0 とな

るような𝛼を持たないことになる。つまり𝛼 > 1において𝑓(𝛼)は極値を持

たない。 

 

 

 


